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リヒャルト・フリーデンタール
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波田節夫
文学者の伝記というものは普通その文学者の作品解説を通して彼の生涯
を綴ろうとするものである。しかし1963年に出版された 772頁に及ぶリヒ
ャルト・フリーデンタールの『ゲーテー彼の生活と時代』 はこのやり方を
とらない。 「本書は生活と時代を扱う。詳細な作品解釈は試みない」1) と
「あとがき」に明記されている。従って例えばゲーテの抒情詩は殆んど扱
われていない。敢て「詳細な作品解釈」を放棄し，ゲーテの「生活と時代」
のみを扱おうとした著者の意図は何か。
「私は」と，著者は同書の「あとがき」で述べている，「……ゲーテと同
時代に出版されたもので，単にヴァイマルだけでなく，それを越えて読者
を彼の時代のより広い周辺へ連れ出すような本を特に読んだ。ゲーテ時代，
それは単に『昔のヴァイマル』， これはしばしば描かれるほどそんなにな
じみ深いものでは殆んどなかったが，この『昔のヴァイマル』だけを指す
のではない。そこには数々の戦争と革命がある。単に優雅なだけではなく，
傭兵を売買するような残忍なロココ様式がある。 『イフィゲーニェ』上演
の前夜，詩神に捧げられた宮廷のすぐ隣りでは兵士たちの背中に笞の雨が
降っている。そこには単にバロックからロマンチックヘの芸術様式の大き
な変遷だけでなく，社会秩序の大変革があった。以上のようなことに関す
る文献を私はゲーテ文献の中にさぐったが，少ししか見当らなかった。私
には詩人であり，賢者であり，自然研究家であるゲーテを一度このような
より大きい関連 (diesegroBeren Zusammenhiinge) の中にはめ込むことも
恐らく無益なことではなかろうと思われる。なぜならゲーテ時代はずっと
昔のことのように見えるが，それは又われわれの時代でもある。この当時，
現在われわれが暮しているこの世界のための数々の基盤が築かれたのであ
る。ゲーテがギリシア文化の中に夢見たような『黄金時代』は存在しなか
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ったし，又ゲーテはあこがれを以て振返えられるような父親のタイプでも
ない。彼は彼なりに矛盾をもった人間であり，彼自身の人生観に従えば，
『両極的』対立から組立てられ，一つの統一へと形づくられた人間である。
……従って彼を理解し，そして＿これが一番大切なことであるが一~彼
の作品を味わおうとすれば，ゲーテを魂と肉体の両面において把握する必
要がある。2)」
ゲーテを正しく理解するためにはその歴史的背景を知らねばならない，
という主張は既に何度も行なわれて来た。しかしそれは従来のような作品
中心の単なる文学史的背景では不十分で，フリーデンタールは明るい「昔
のヴァイマル」を越えた暗い歴史的背景，「戦争」と「革命」と「傭兵を売
買する残忍なロココ」と排列撻刑と「社会秩序の大変革」という「より大
きい関連」の中でゲーテをとらえて見たいというのである。更に彼はこの
意図をゲーテ自身に向け，彼の生活を明暗両面において描き，所謂「ゲー
テ神話」の破壊を試みようとする。
先ず「ゲーテ時代」について見ると，彼のあげた「戦争」，「革命」，排列
撻刑，「社会秩序の大変革」などという言葉や，「より大きい関連の中へはめ
込む」という言葉はわれわれに G・ルカーチのゲーテ研究を思い出させる。
ルカーチは彼の「ゲーテとその時代』(1947)の中で次のように述べている。
「メーリンクはその『レッシンク研究』の中で， 18世紀末から19世紀初め
にかけてのドイツ文学を考察するに当ってわれわれのとるべき唯一の正し
い観点を示した。即ちこの時期の文学はドイツにおけるプルジョア・デモ
クラシー革命をイデオロギー的に準備した，という観点である。…••• ドイ
ツの発展の特殊な状況，即ちこの国の経済的，社会的，政治的後進性が調
べられねばならない。しかしそれはドイツ文学の独自な発展を肯定的にも
否定的にも規定しているあの大きな国際的関連 (jenegroBe internationale 
Zusammenhang) から眺められる必要がある。フランス大革命，ナポレオ
ン時代，王政復古，この 3大事件はドイツ社会の内部構造に対して深い影
響を及ぽしたが，それと同じ位深い影響をドイツの文化的発展に及ぽした
のである。ドイツの著名な作家たちはいずれも自国の発展という基盤の上
に立っているだけでなく，同時にこれらの世界的大事件に多かれ少なかれ
理解を示した同時代人であり，それを仕上げ，発展させた人々，これら世
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界的大事件の精神的映像なのである。9」ここでも「18世紀末から19世紀初
めのドイツ文学」を「大きな国際的関連から眺め」ることが要求されてい
る。しかしこのルカーチについてフリーデンタールは「G・ルカーチの『ゲ
ーテとその時代』（ベルン・ 1947)は『マルクス主義的解釈』として或る種
の名声を得ている。ルカーチはゲーテについては繊細は理解力を示してい
るが，その時代については（マルクス主義的）極り文句で述べている0」
といっている。ここから推測できることはフリーデンクールが「超ヴァイ
マル的」ゲーテ時代をマルクス主義的世界観にとらわれないで見ようとし
ていることである。ではどのような観点から当時の歴史的背景を眺めよう
とするのか。例えば1793年，ゲーテはアウグスト公についてマインツ包囲
戦に参加したが，この時の戦争の様子をフリーデンクールは次のように説
明している。
「マリーエンボルンの彼（ゲーテ）の陣営は住み心地がよかった。そし
て又もやひどく傷つけられた王侯君主たちのために非常に優雅な天幕や四
阿，遊園地がつくられ，新たな『離宮』が生まれた。側室たちにもこと欠
かなかった。フリードリッヒ・ヴィルヘルム 2世は大抵フランクフルトの
ベーテマン嬢の所にいた。そして嬢は彼との結婚を望んでいた。ルイ王子
はフランスから亡命してきた美貌のド・コンクデ夫人と恋愛関係を結んで
いた。フリードリッヒは兵士が大好きだったから兵士たちのことも考えら
れ，彼らのためにテント張りの娼家が準備された。料金は8-45クロイツ
ァーであった。
大規模な砲撃を見物するために，遠くから訪問客が陣営へやって来た。
ゲーテはメックレンプルク家の王女たちの『この世のものとも思われぬ美
しさ』を書き留めている。彼女らはフランクフルトの彼の母親の所に下宿
していたが，その中には後にプロイセン王妃になったルイーゼ王女もいた。
近郊の百姓たちは日曜日の晴れ着をきて，家族同伴ではるばる訪ねて来た。
酒代と交換で歩哨たちは彼らを前線まで通してやった。そして角面堡で砲
口が火をふくのを見ると，彼らに『伏せろ』と警告した。で，百姓たちが
地面にうつぶすと砲丸がゆっくり唸りをあげながら堡塁をこえて彼方へ飛
んでいった。
それはユーモアと騎兵隊で行なわれる戦争であった。フランスの一士官
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が夜，ボートでライン河を越え，或る村を奇襲した。丁度その村では騎兵
たちが村の娘たちとダンスの真最中だったので，彼は彼らを捕虜にし，そ
して娘たちに彼女らのパートナーを連れ去らねばならないことを丁重にあ
やまった。歩哨たちはといえば，彼らは互に相手を罵倒し合い（『王殺
し／』一『奴隷め／』），贈物を交換し合った。フランス兵たちは白パンを贈
り，そしてプロイセンの黒い軍用バンを軽蔑してつき返した。彼らは『う
すのろの臆病者め。堡塁ばかり多くて大砲はちよっぴりか』と相手側のみ
じめな堡塁や貧弱な砲兵隊をあざ笑った。プロイセンの一士官は部下の一
人に，ズボンをずらし胸壁からフランス軍に向って尻をつきだしたら 1タ
ーラーやろう，といた。するとそのマスケット銃兵は， 『中尉殿，それは
礼儀違反です』といって，この申出をことわった。
或るフランス軍の隊長がプロイセンの大尉とビストルを撃ち合った。そ
して弾を撃ちつくしてしまったので，サーベルを抜けと相手に要求した。
すると相手の大尉は，『それもよかろう。だが友人として貴殿に立ち向かう
わけにまいらぬか』と答えた。一『同様に大いに結構』一~というわけで
彼らは握手し，抱き合った。双方から仲間がそこへ駆けつけ，同じように
握手し，抱き合った。そして翌日は両方の戦線の間を一緒にヒ゜クニックし
ようということになり，お偉ら方もこれに参加した。プロイセン側からは
ルイ王子が，フランス側からは国民会議の2人の議員が参加した。……5)」
兵士たちのために「テント張りの娼家」を準備させる王や革命軍と連合
軍の合同「ビクニック」などは，マルクス主義的極り文旬ではとうていと
らえられないものである。ここでフリーデンタールの観点をより一層明確
にするために，上述の引用文に相当する箇所をゲーテの『マインツ包囲戦』
(1822)から引用してみよう。
「6月11日。国王陛下の陣営は今やマリーエンボルンから千歩位の所に
決められ，設営された。そこは丁度マインツがその中に含まれている大き
な盆地が上りになる粘土壁と丘陵になって終っている傾斜地で，この地形
が非常に優雅なさまざまの施設をつくる機会を与えた。掘り返えしやすい
響すぐれた庭師の手にゆだねられ，彼らのわずかな骨折りで大変気持
のいい遊園地に変わった。その隣りの斜面はなだらかにされ，芝生が植え
られ，四阿が建てられた。そして上下の連絡道が掘られた。平らな部分は
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地ならしされ，そこで軍隊は彼らのきらびやかさを十二分に発揮すること
が出来た。それに隣接した小さな森や茂みもこの計画の中に組み入れられ
ていたので，このすばらしい景色を前にしては，世界一見事な遊園地をつ
くり，その醍醐味を味わうために，これら全口の土地に同じような手が加
えられ完成された有様を見たい，という望み以外にどんな望みもいだけな
いほどであった。0」
「ヴァイゼナウの堡塁は一番展望がきくので戦況を把握し，見渡せる限
りの広い範囲内でどんな事態が起っているかを見ようとする人たちが毎日
ぼつぼつそこを訪れた。しかし日曜や祭日にはここは近在からやって来る
数えきれない程沢山の百姓たちの集合場所となった。この堡塁にはフラン
ス軍は殆んど損害を与えることが出来なかった。というのもこんな高い所
は仲々命中せず，大抵は高すぎて堡塁を飛越えてしまうからである。胸壁
の上を歩きまわっている歩哨はフランス軍の大砲がこちらを向いて火をふ
くのを認めると， 『伏せ』と呼ぶ。すると砲台の中にいる人たちは皆地面
にうつぶせになる程低く伏せることに決められていた。頭上をかすめ飛ぶ
弾丸を胸壁にかくれて脱れようという算段である。
そこで日曜や祭日には面白い光景が見られた。即ち大勢の着かざった百
姓たち，しばしば彼らはまだ祈濤書やじゅずを持ったまま教会からまっす
ぐやって来るのだが，この連中で堡塁は一杯になる。彼らはあたりを見廻
したり，しゃべったり，冗談口をたたいたりしている。しかし突然歩哨が
『伏せ』と呼ぶと，彼らは一斉にこの危険なしかし大いに尊敬すぺき現象
の前にさっとひれ伏し，神々しく (gottlich)うなりをたてて頭上をかすめ
去るものを伏しおがんで (anbeten)いるように見える。しかし程なく危
険が去ると再び勢いよくとび起き， お互にひやかし合う。と思う間もな
くフランス軍が撃ちそうになると， 又もや地面にがばとひれ伏すのであ
る。”」
下線の部分がフリーデンタールにない記述である。それらは次のように
纏められる。
1) 地質学的観察（「盆地」ー 「粘土壁」ー 「丘陵」）
2) 造園術的関心（「世界一の見事な遊園地」）
3) 百姓を教会と結びつけて考える傾向（「祈躊書やじゅず」一「神々しく
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うなりをたてて」一「伏しおがんで」）
ゲーテの日記によれば『マインツ包囲戦』の骨子は1820年2月12日から
同月22日までに出来上り， 1822年の印刷の折に補足され，推敲された。従
ってここには後期ゲーテの特徴がうかがわれる。即ち 1)の地質学的観察
からは自然研究家としてのゲーテの姿が， 3)のようなとらえ方からは『フ
アゥスト』第一部の復活祭の散歩の場面が思い浮ぶ。百姓は専ら信心深い
「素朴な民衆」として把握されている。しかし 2)からは，「遊園地」とい
うものが当時は貴族だけの施設で，一般庶民は立入禁止であったという事
実を思い浮べれば，ゲーテの観点は貴族的なものだといえる。
逆にゲーテの『マインツ包囲戦』になくてフリーデンクールにのみ記さ
れているものは，
1) 「側室たちにもこと欠かない」こと
2) 「兵士たち」のための「テント張りの娼家」とその「料金」
3) 百姓が「酒代と交換で」戦場を見物させてもらうこと
などである。念のためこの頃のゲーテの日記や書簡を調べてみても，この
ような事実は記されていない。 1793年7月27日，ゲーテはマインツから
F0H・ヤコービーにこう書いている。「僕が包囲戦中に書きあげた物理学の
論文の入った小包が郵便馬車で貴兄にとどくでしょう。僕が見たり聞いた
りしたことをそのまま書きつけることに反対する何物かが僕の中にある。
さもなければ立派な日記がつけられたんですが。0」従って当時の彼の日記
や手紙は，彼が「見たり聞いたりしたこと」をそのまま忠実にうつしてい
ないわけである。フリーデンクールが指摘したような事実はヴァイマル公
国の大臣として，貴族として目につかなかったこと，或は又たとえ目につ
いても書きつけることを差し控えねばならなかった事である。その意味で
フリーデンタールの観点は非貴族的，庶民的観点と呼ぶことも出来る。当
時の一般庶民や兵士たちの目に映った現実を描こうとするものである。真
の歴史的現実は貴族の眼だけではとらえられない。史的現実を把握するた
めにはそれが庶民たちの目にどのように映っていたかも全体を理解できな
考察されねばならない。それはいわばヴェルサイュ宮殿だけからフランス
いのと同然である。
ところで租税を免除されていた貴族たちの考察が精神主義的になりがち
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なように，租税その他さまざまな賦役に悩まされていた庶民の観察が物質
主義的なものに向きがちなのは当然である。従ってエーリッヒ・フランツ
(Erich Franz) のように，庶民的観点からのフリーデンクールの分析がゲ
ーテの時代及び生活の性的なもの (dasSexelle) の追究に向った，不謹慎
だと非難する 9)のは酷である。フリーデンクールの観点に立てば性的なも
のの追究も当然の，自然な結果だからである。彼には，フランツが誤まっ
て指摘しているような意図，本書によって「英雄崇拝という暗雲を取り
除き，今迄おおわれて見えなかっ唯一の真のデーテ像 (daseinzig wahre 
Goethebild) を示すm」という意図はない。 「詳細な作品解釈」を試みな
いで，どうして文学者の「唯一の真の」姿がとらえられよう。フリーデン
タールはゲーテを「理解し，そして―これが一番大切なことであるが一
一彼の作品を味わおうとすれば，ゲーテを魂と肉体の両面において把握す
る必要がある」といっているだけである。
次に彼の「ゲーテの生活」の分折について見てみよう。彼はここでゲー
テがいかに「あこがれを以て振返えられるような父親のクイプで」なかっ
たか，どんなに愛情に欠けた，利己的で，冷酷な人間であったかを示そう
とする。そして彼の肉親に対する態度を中心に，召使や秘書，友人や恋人
に対する態度が随所に紹介される。例えば所謂「ゲーテをめぐる女性たち」
の中でしばしば彼の悲劇の主役を演じた有名な女優コロナ・シュレーテル
と彼との関係について，フリーデンタールは以下のように述ぺている。
「この美しい歌姫に対する彼の関係も曖昧である。彼女は単にこの役
（プロゼルビーナ）や同じくヴァイマル宮廷のこの素人芝居の奇妙な輪舞
の中で初演された『イフィゲーニェ』で最初のイフィゲーニェ役を演じた
だけではない。彼女は既にその当時の人たちすらはっきりわからない幽霊
のような人物として，ヴァイマルでの最初の数年間をすごした。貧乏な連
隊付軍楽隊員の娘で，神童として早くから教育された彼女は，余りにも早
くから歌を習い始め，余りにも激しい練習に耐え，余りにも早く舞台に立
たねばならなかった。父が彼女に余りに高い声をださせようとしたのでの
どをいため，前途有望の歌手と目されて名声を獲得した後，既に20オで殆
んど歌えなくなった。彼女は美人で，教養あり， 4ケ国語を話し，作曲し，
絵をかき，とても美しい表情で朗読した。そして当時まだ珍らしかったギ
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リシア風の服装を巧みに着こなした。ゲーテはアウグスト公の寵臣として
ヴァイマルで暮し始めた時，すぐ彼女のことを思い出し，公爵に彼女のこ
とを話した。即座に彼女の招聘が決められ，ゲーテはライプチッヒヘ出発
した。出発前に手紙のやりとりがあったが，彼と彼女との間の書簡は，ゲ
ーテの書いた一枚の紙切れを除いて全部破棄されている。彼女が彼に手渡
した彼女の自叙伝も又同じ運命に会っている。残っているのはただゲーテ
の日記中のメモ， シュクイン夫人に宛てた彼の手紙の中の『美しい恋人』
（コロナのこと）にふれた箇所及び懸命になってこの女優の出る芝居を見
つめていたヴァイマルの観客たちの報告だけである。女優というものは当
時，大体において，君公或は領主の実際上の愛人と見られていた。多くの
彼らの首都では彼女らと契約する際にこの点について前以て協定された。
アンスバッハ辺境伯は有名な女優クレローンをパリから呼びよせたが，彼
女はその時もうかなりの年で，フランスにおける彼女の全盛時代を既に終
っていたのであった。しかし君公の側室というものは単に君公の好色な欲
求ーーそれは大抵もっと他の方法で満たされる一を満すだけでなく，と
りわけ君公の代理にサービスしなければならなかった。
ゲーテがライプチッヒヘ来る前，コロナは既に或るザクセンの伯爵とか
かわりあい，苦い経験をなめていた。つまりこの伯爵はあいまいな口調で
結婚を約束しながら，上述のような役割を彼女に引受けさせようとしたの
である。彼女は護身のためにいつも供を連れていた。そしてヴァイマルに
も当然の事としてこの供の太った女と一緒にやって来た。彼女は誇り高く，
冷淡で，すべての求婚者に無愛想だったので求婚者たちからしばしば全く
身の程知らぬうぬぼれ女と思われていた。ゲーテは彼女を訪ねるのに贅沢
な贈物を用意した。即ち高価なドレスとオランダ製の上質のハンカチで，
ライプチッヒの彼の知人の一人にととのえてもらった。彼は性急な足取り
で彼女の家へ入ると，母后の所の宮廷歌手になってもらいたい。収入は
400クーラーで，制約は少ない，と申入れた。彼女はただコンサートや聖
楽劇の時に歌ったり朗読したりするだけでよかった。ゲーテの作品を知っ
ていた彼女はこの時，彼の『シュテラ』から，恐らく次のモノローク『夜
のみなぎりよ，私を囲め。私をつかみ，私を導け。私はどちらへ向ってい
るのかわからない……』を彼の前で朗読した。
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ゲーテはラプレーを翻訳したフィッシャルト流の文体で公爵に手紙を書
いている。その中で彼はライプチッヒの『ぴくぴく顔を捏攣させ，にやに
や笑い，キッスし合い，酔っぱらう女たち』，『娼婦のように胸ふくらませ，
気どったふりして歩きまわる，やせっぽの若い娘たち』について述べ，そ
してこういう『身の毛のよだつ連中』に『天使のようなシュレーテル』を
対立させている。 『彼女について僕の口が断じてすべりませんように……
僕は24時間来気が確かじゃない。つまり全くのもぬけの殻です。詳しい報
告はそちらへ帰るまで御容赦下さい……』と書いている。
当時の2人はこんな調子でやりとりしていたのである。女友達のシュタ
イン夫人にはもっと用心深く，『上品な性質の女です。ああ，彼女がほんの
半年でも貴女のお傍にいれば，どんなによくなるでしょう』と書いている。
なるほど彼女にも，天使のような，と述べているが，『貴女を煩わさずにす
めば』と彼が願うような女である。シュタイン夫人をさしおいてのこのコ
ロナとの火遊びは一週間続いた。果してそれが，いつもいささか軽率に信
じ込まれているような『来たり，見たり，勝ったり』であったか，それと
も単なる火遊びに終ったかは，彼女との関係における他のすべて同様わか
らない。しかしゲーテがその生涯において遂に真の美人とも恋愛関係を結
んだという想定はわれわれを誘惑する。それにゲーテは当時道徳的なため
らいを全然とはいえないまでも，殆んど持っていなかったから。しかし彼
はコロナを又『絶世の美人』 (Oberschone)といっている。そして彼はこう
いう類の女性に対しては，結婚に対すると同様，常にしりごみしている。
彼はもう一度こういう絶世の美人に出会ったことがある。それはフォン・
ブランコーニ夫人で，彼女はブラウンシュパイク皇太子の昔の側室として
孤独な，みじめな生活を送っていたが，一代の美人として広く有名であっ
た。彼女はヴァイマルにゲーテを訪問し，彼らは連れだって散歩した。そ
こでいつも男女の仲をとりもつヴァイマルはすぐさま彼らの『恋愛』をか
ぎつけた。それについてゲーテはラファーテル宛の手紙の中で書いている
が，その中に，こういう女性は恐らく『僕の体から魂をもぎ取ってしまう
だろう……』という極めて特色ある言葉が見られる。彼はすぐさま孤独の
中へ，イルメナウの森へ，ギッケルハーンの山小屋へ逃れる。そしてその
後間もなく，そこの壁に『すべての峯にいこいあり……』の詩を書きつけ
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るのである。
彼のコロナに対する熱がさめる迄には少し長い時間がかかった。初めの
半年は互に行ったり来たりした。一緒の舞台稽古，彼女のガルテンハウス
訪問，仮装舞踏会，又胸のときめきや頬のほてりがゲーテの日記にメモさ
れている。公爵が彼らの仲間に入る。 3人で散歩し，戸外の公衆の面前で
食事する。コロナはギリシア風のガウンの下に肉色のトリコットの下着と
いういささか大胆な格好をしていた。これについて『あちこち鼻でかいで
まわる』ヴィーラントー一彼自身はこれらすべては『目で見，鼻を鳴らし
てかぐ必要がある』という表現を使っている一ーはメルクに次のように書
き送っている。彼女はその姿の限りなく気高いアテネ的優雅さの中で，優
美な岩の所にいるニンフのように見えた。そしてこれらすべては青天井の
下，全く大っぴらに，朝から晩迄その傍の道を通るすべての人の眼前で行
なわれた』と。古典主義はこういうボーズを好んだ。それから数年後にゲ
ーテはナポリで美しいエマ・ハミルトンを見る。彼女はイギリス大使の愛
人で，海辺で，全くギリシア風の衣裳をつけて客の前に姿を現わす。そし
てロンドンの銅版彫刻師たちの手で一冊のアルバムの全頁の中に永遠化さ
れるのである。
やがて一触即発の状態になり，ゲーテはカール・アウグストを，公妃は
夫を非難する。彼女は皇太子を出産し，やっと自らの名誉を回復したのを
機に，『あの女』が今後自分の面前に現われないようにしてほしい，と夫に
懇願する。いつもはゲーテのざっくばらんな恋の戯れの告白を黙って聞き
ながすシュタイン夫人が，この『恋人』 (Misel)ー ーゲーテがコロナに対し
ていつも本来彼の『低級な恋愛』を意味するこの表現を用いている点に注
意すべきである＿には反対し，危惧の念を抱く。彼女はシュレーテルが
イフィゲーニェ役を演ずる『イフィゲーニェ』の上演に近づかない。コロ
ナは，ゲーテが彼女に宛てた手紙の中でたった一通残っている手紙から判
断出来るように，彼をひどく非難する。彼はこの挽回不能となった事態に
結末をつけ，彼女に許しをこう。あやまちは人間の常です。 『お互に仲よ
く暮らそう……過去は呼び戻せない。それよりは未来に望みをかけよう。
僕らが賢明で善良であれば，僕らは未来を自由に支配出来るんだから。』
こうして彼はこの困難な状況をも支配する。彼は既に偉大な支配者
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(Meister) の特徴を除々に現わしている。彼は数々の糸のもつれをほぐさ
ねばならない。シャルロッテに対する愛，コロナに対する愛，殆んど又愛
慕に迄なっていた公妃に対する崇拝，カール・アウグストと結びつこうと
するコロナのもくろみ，芝居は上演しなければならないが，それには美し
い女優のコロナを絶対に欠かせないという事情など。みんなが我慢し合い，
状況に従った。ゲーテは詩の中でコロナに敬意を表している。即ち宮廷の
素人芝居のために実に見事に書割をこしらえ，舞台を組立てた感心な宮廷
指物師ミーディンクが死んだ。彼も又上演には不可欠の人物で，長年その
死が惜しまれたが，ゲーテは彼のためにこの頃の数年間を通じて一番長い
詩を捧げ，そこで大袈裟にミーディンクを『自然の監督』一一この言葉は
彼の場合無限の意味を含んでいる一ーとほめたたえた。又ゲーテはこの詩
の中に俳優たちに関する詩句を挿入し，女優たち，即ち旅役者の移動舞台
の上の女たちについて，汝らは『飢えからは殆んど，そしてはずかしめか
らは決してわが身を守られず，村から村へ自らを売物にするためにまわり
行く』とうたう。そして彼女らの間から今やコロナが歩み出る。人好きの
する，上品で，わざと美しく見せようとしているのではないがそれでもわ
ざとそうしているように見える彼女は『芸術家にだけ姿を現わす典型』で
ある。彼女はミーディンクのために告別の辞を述ぺるが，それは又同時に
ゲーテの彼女に対する告別の辞でもあり，宮廷詩人の彼女に対する敬意の
表明でもある。宮廷詩人は彼女の手に黒紗の喪のリボンをかけ，コロナと
いう名前をほのめかしたきちんとした花輪を握らせるのである。
解雇された彼女のその後の生活はみじめである。彼女はヴァイマルに留
り，母后アマーリエの許でかすれ声でルソーの歌曲やグルックのものを歌
った。彼女は歌集を数冊作曲したが，その中にはシラーの『女性の尊厳』
がある。彼女は絵をかき，僅かな年金の不足を補うために弟子をとった。
シラーはもう世間から半分忘れ去られた彼女と知合いになったが， 40オの
彼女について，彼女の顔の『残骸』と彼女の体つきはまだ彼女の以前の美
しさを偲ばせ，彼女の朗読は素晴しい，と書いている。宮廷は彼女を忘れ
たが，ゲーテはそれよりずっと前に彼女を忘れていた。しかし彼女のまわ
りには一種独特のたそがれがあった。なぜなら彼女は多年なお宮内官アイ
ンジーデルと無気力な，見込みのない関係を持っていたからである。勝負
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事にこり，借金で首がまわらなくなっていたアインジーデルは，優柔不断
のためにずるずるとそのままヴァイマルに留った連中の一人である。彼ら
は暗号を使って文通し合い，『老後友人として愛し合う』ことを漠然と誓い
あっていたが，この誓は実現しなかった。彼女は，素人芝居で彼女の十八
番であった『イフィゲーニェ』が宮廷劇場で初演されることになった丁度
その年に，一人ぼっちでこの世を去った。彼女の埋葬には彼女の昔からの
お供役の女以外に誰一人姿を見せなかった。ヴァイマルからはコロナとい
う名前の入った花輪はとどかなかった。ただゲーテの大昔の友人であった
クネーベルだけが，彼自身既に世間から半分忘れられていたが，とにかく
彼だけが彼女の記念のために奔走した。彼は病弱の幼い王女カロリーネの
委託をうけてコロナのために墓石を据えさせた。しかし王女はそれを密か
にやるように彼に頼んだ。なぜなら私たちは『一寸は政治的に考え，宮廷
の空気に従わ』ねばなりませんから。月桂冠と蝶と涙つぽのついた小っぼ
けな記念碑が建てられたが，クネーベルは彼に王女のこの委託を伝えた妹
に宛てた手紙の中でそのことを激しく嘆いている。しかし彼よりずっと割
り切っていた妹は兄のこの嘆きに対して次のように返事している，『生が
躍動し，行為と活動が最高度に高まるこのヴァイマルでは，死者や埋葬に
ついて話し合うなどという風習はありません』と。彼女はここでゲーテの
ことを念頭においているので，そのことは又別の箇所ではっきりと述べら
れている。ゲーテに愛された又別の女たちの一人，可愛いいイギリス女エ
リーゼ・ゴールが死んだ時，その知らせを彼に伝えようとすると，彼はす
ぐさまそれを拒否し，『いつも同じ内容のおとぎ話をきかされてどうして愉
快になれよう』といった。 『彼（ゲーテ）が豊かな生を享受している時に
は，何物も彼を妨げてはならない。』
こう云ったのは彼の敵ではなくて，彼の友人たちである。彼にこんなに
しばしば認められる氷のような冷やかさは伝説ではない。彼にとって済ん
だ事は済んだ事だ。それが恋人であれ，友人であれ，はた又自分の母親で
あれ彼はもう相手にしない。そして平然として彼の『年代記録』の中にコ
ロナについて次のように書きつけるのである。 『自分は当時彼女のために
彼女相応の記念碑を建てようという気分にはならなかった。』 しかしあん
なにも以前，即ち舞台装置家ミーディンクに捧げた詩の中で，彼女の思い
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出をつくっていたことは，彼には『何とも云えぬほど愉快な』ことに思え
るのである。m」
コロナ・シュレーテルについては従来よくエルンスト・ボイトラー (Ernst
Beutler)の論文『コロナ・シュレーテルm』が挙げられる。そこで以下，
ボイトラーの論文と比較し，フリーデンクールの立場をより明確にして見
よう。
フリーデンクールはゲーテとコロナ「との間の書簡はゲーテの書いた一
枚の紙切れを除いて全部破棄されている。彼女が彼に手渡した彼女の自叙
伝も又同じ運命に会っている。残っているのはただゲーテの日記中のメモ，
シュクイン夫人に宛てた彼の手紙の中の『美しい恋人』にふれた箇所及び
懸命になってこの女優の出る芝居を見つめていたヴァイマルの観客たちの
報告だけ」なので，「女優というものは当時，大体において……」と目をヴ
ァイマル宮廷の外に向け，当時の女優たちの現実の生活からコロナの場合
もこうだ，と推論して行く。ところがボイトラーでは次のように述べられ
る。てい即ち「詩人ゲーテが晩年に彼の親しい友人と交した対話は残ってい
るが，彼とコロナ・シュレーテルとの対話は残っていない。しかしこの女優
(Kiinstlerin) が彼にとって何であったかは彼の諸作品から推論出来るm」
と。そして『w.マイスクーの徒弟時代』，『ミーディンクの死』，『プロゼ
ルビーナ』の分析が行なわれる。そして最後の『プロゼルビーナ』の分析
の所では，「舞台芸術はただ劇場からのみ理解しうる。日記や書簡のあちこ
ちの箇所からは理解出来ない。従ってコロナ・シュレーテルをありありと
思い浮べるためには，彼女を今は忘れよう。彼女は，彼女がその運命を演
じ，その言葉を話しているプロゼルビーナの名前で生きているのだから
m」と述べている。だからボイトラーの目は，フリーデンクールのそれと
は逆に，現実のヴァイマル宮廷からゲーテの作品の中へ退いて行くのであ
る。そして全く奇妙なことに，まさしくコロナ・シュレーテルのために書
かれた独演劇『プロゼルヒ゜ーナ』の理解には「彼女を忘れよう」と呼びか
けるのである。
ボイトラーはここでコロナを「Kiinstlerin」 と呼んでいるが， こんな呼
び方はフリーデンクールには見当らない。この相違はゲーテの彼女に対す
る「Misel」という呼び方に関する解釈においても現われている。即ちフリ
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ーデンクールは「Misel」は「本来彼の『低級な恋愛』を意味するもの」と
しているが，ボイトラーの方は「恐らく Madmoiselleの省略であろうm」
としているだけである。更に両者の見解の相違は，何故コロナが常に女の
供を連れていたかの説明でも明らかになる。フリーデンクールは，前述の
ように，「女優というものは当時，大体において，君公或は領主の実際上の
愛人と見られていた。……しかし君公の側室というものは単に君公の好色
な欲求……を満すだけでなく，とりわけ君公の代理にサービスしなければ
ならなかった。」 だから君公や彼の代理たちから身を守るため，「護身のた
め」に供を連れ歩いたのだ，と実際的理由から説明しようとしている。し
かしボイトラーでは次のように述ぺられている。 「一種の物おじ，用心と
いったものがいつも彼女にあった。ライプチッヒでは非常な名門からの結
婚申込み，即ちケルナーや後のライプチッヒ市長カール・ヴィルヘルム・
ミュラーからの申込みを斥けたし，ヴァイマルでは殆んどいつも女の供を
一人そばに連れていた。この女はコロナがライプチッヒにいた時下宿して
いた庭師の娘である。ナコロはゲーテの園亭を訪問した時もこの女を連れ
ていた。 『私たち女性には礼儀正しく品行方正であろうとする特有の感情
が備わっています。この感情が私たち女性に一人で供をつれずに公の席に
出ることを許さないのです」と彼女は自分の作曲集の序文で告白してい
る。16)」 ボイトラーのこの説明はいわば内側からの説明である。これに反
してフリーデンタールの説明は外側からの説明，外部の状況から人間の行
動を説明しようとするものである。
コロナ・シュレーテルの死に対するゲーテの態度について，ボイトラー
は次のように述べている。 「コロナが死んだ時，ゲーテは彼女を記念する
詩を作ろうと計画していた。しかしそれは成功しなかった。しかし今又，
即ち1816年， 30オの若さで王女がなくなられた時，彼の口は嘆きのために
開かれた。この嘆きの中にはかってあんなに快活だったヴァイマルが，そ
して詩人自身が哀悼の意を表さねばならなかったすべての死者，コロナ，
ヘルダー，アンナ・アマーリエ，シラー，ヴィーラント，クリスチィアー
ネ，そして今はカール・アウグストの若い娘に対する心痛があふれ出てい
た。
それは『プロゼルビーナ』のような哭歌である。しかし他人の依頼で作
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られたものではないし，従って又古代の神話をもてあそんだものでもない。
個人的体験に基づいた彼自身の本源的悲しみの表現である。m」 そして次
の詩が引用される。
An dem liden Strand des Lebens, 
Wo sich Dun'auf Diine hi.uft, 
Wo der Sturm im Finstern tri.uft, 
Setze dir ein Ziel des Strebens. 
Unter schon verloschnen Siegeln 
Tausend Vii.ter hingestreckt, 
Ach ! Von neuen frischen Hiigeln 
Freund an Freunden iiberdeckt. 
Hast du so dich abgefunden, 
Werde Nacht und Ather klar, 
Und der ew'gen Sterne Schar 
Deute dir belebte Stunden, 
Wo du hier mit Ungetriibten, 
Treulich wirkend, gem verweilst, 
Und auch treulich den geliebten 
Ewigen entgegen eilst. 18> 
しかし常に外側から説明しようとするフリーデンクールにとって，ゲーテ
が「彼女を記念する詩を作ろうと計画し」たことも，それが「成功」し，
その詩が実在しない限り，「計画」されなかったも同然である。だから彼は
ゲーテの中に「氷のような冷やかさ」を認め，「彼にこんなにもしばしば認
められる氷のような冷やかさは伝説ではない。彼にとって済んだ事は済ん
だ事だ。それが恋人であれ，友人であれ，はた又自分の母親であれ彼はも
う相手にしない」と結論するのである。
フリーデンクールの結論もボイトラーの結論も共に片寄っている。本当
の答は両者の中間にあるのではなかろうか。それはさておくとして，今こ
こで問題にしたいのは，フリーデンクールの結論の仕方である。彼は「ゲ
ーテ時代」については，例えば「をふの彼らの首都では」 (invielen Resi— 
denzen)一「どの首都でも」とは書かれていない一ーのように細心なのに，
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「ゲーテの生活」については，「それが恋人であれ，友人であれ，はた又自
分の母親であれ·…••相手にしない」 (Das Abgetane ist fur ihn abgetan, ob 
es eine Geliebte, ein Freund oder die eigene Mutter ist)のようにいささ
か粗暴な普遍化を行なっている。そしてこの傾向はコロナ・シュレーテル
に関するこの箇所だけでなく，本書の到る所に見られ，特に彼が一一彼の
本書執筆の原則に反して一「ゲーテの生活」の説明に彼の文学作品を援
用しようとする所でそうである。先に紹介した E• フランツのフリーデン
クールに対する批評は，誤まった先入見に基づいた的はずれなものである
が，フリーデンタールのこの粗暴な普逼化については正しい批判の矢を放
っている。彼はその批評文の後半で次のように述べている。 「これ迄に述
べた数々の謬見やあいまいさのすべても，筆者の本心を暴露した由々しい
言明，ゲーテは生涯諦念，断念，憂い，悔い，責任，良心の呵責などとい
う概念に縁遠かった。従って彼の文学には悲劇の要素が欠けている，とい
う言明にははるかに及ばない。 『他の場合には人間の生活にずっとついて
廻るこれらの陰鬱なお歴々，即ち欠乏，罪，困難，憂いという 4人の灰色
の女たちがファウストが死ぬ間際になって初めて彼に近づくということは，
極めて意味深長である。ファウストは，ゲーテのように，決して彼女らの
ことで苦しむ必要はなかった。……彼（ゲーテ）は人間を消費した。女性
や召使たちなどこの『あわれな奴共』を。だから罪悪感はわれわれが勝手
に捏造して彼になすりつけたものにすぎない。そんなものを彼は，ファウ
スト同様，持っていない。彼は望みを断念したことはない。ただ時折あき
らめねばならなかったにすぎない。』 708 f. ……感謝したくなる程の卒直
さで筆者がこの書の核心として提示しているこれらの軽率な主張にわざわ
ざ反駁する必要はない。なぜならそれらはすべてのゲーテ専門家の目にと
っぴょうしもない，馬鹿げたものに見えるに相違ないからである。危険な
のは，それにも拘らず彼のこれらの主張の中には，大抵，一片の真理があ
るということ，しかしその真理も過度の誇張によって本当の非事実になる
ということである。19)」
所謂「芸術の自律性」ということがフリーデンタールにはまだよく呑込
めていないらしい。アドルノ (TheodorW. Adorno)は云う，「芸術は客体
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を受動的に受入れるものではない。芸術は独自の形式法則の結晶化におい
てのみ，現実のものとひとつに触れ合うm」と。従ってわれわれが今後フ
リーデンクールに望みたいのは，彼がこの『ゲーテー彼の生活と時代』で行
なわなかった「詳細な作品解釈」を試み，ゲーテの生活と時代と作品解釈
の三者の綜合というより大きな基盤の上にたって，新たなゲーテ研究書を
世に問うことである。
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Das GoethebiJd von Richard Friedenthal 
Setsuo HATA 
Richard Friedenthal stellte uns mit seinem Buch »Goethe-sein Leben und 
seine Zeit« (1963) ein neues Goethebild vor. Mein Aufsatz soll die Eigentüm-
lichkeiten dieses Buches kritisch zeigen. ,,Mein Buch behandelt", so schrieb 
der Verfasser eindeutig, ,,Leben und Zeit. Es versucht keine ausftihrlichen 
Werkdeutungen". Jedes Verfahren hat eine gute und eine schlechte Seite. 
Wenn man von einer genauen Interpretation der Goetheschen Werke ausgeht, 
übersieht man leicht, vom literarischen und aristokratischen Gesichtspunkt 
des Dichters beeinflußt, das Wesen der Goethezeit, die eine Zeit von Kriegen 
und Revolutionen war. Friedenthal wollte daher die Goethezeit nicht mit 
dem literarischen Auge Goethes, sondern mit dem sachlich nüchternen Auge 
des Volkes sehen. Und dadurch gelang es ihm, uns die von Goethe, dem 
Minister des GroßhetzogtUn'lS Sachsen-Weimar, und von dessen Verehrern 
nicht bemerkten geschichtlichen Einzelheiten zugänglich zu machen. 
Das ist die gute Seite von Friedenthals Verfahren. Mit den Ergebnissen, 
die Friedenthal durch seine Untersuchungen über die Goethezeit gewann, 
trat er nun Goethes eigenem Leben gegenüber, um die sogenannte Goethe-
Legende zu zerstören. Dabei wollte er aber das Leben des Dichters 
immer von außen erklären,-das ist die schlechte Seite seines Verfahrens. 
Das menschliche Leben läßt sich von außen, d.h. bloß aus seinem späteren 
Erfolg, nicht erklären wie die meisten sozialen Erscheinungen, denn es hat 
immer etwas Unerklärbares in sich. Und ge:rade um dieses Unerklärbares 
im Menschen symbolisch darzustellen, we:rden alle künstlerischen Anstren-
gungen unternommen. Zum richtigen Verstehen des Lebens eines Künstlers 
ist es daher vor allem erforderlich, dessen Werke möglichst ausführlich zu 
deuten. 
Aus oben gesagten Gründen hoffe ich, daß Friedenthal uns einmal auf 
Grund von ausführlichen Werkdeutungen ein zweites Goethebuch vorlegt. 
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